
資料３ 

○障害者基本計画との対照表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 

Ｉ 基本的な方針 

（考 ） 

  21 我が国が目指すべき社会は、障害の有無にかかわら 

ず、国 もが相互に人格と個性を尊重し支え合う共生社会とす 

る必要 る。 

  共生社会において 害者は、社会の対等な構成員として人 

権を尊重され、自己選 自己決定の下に社会のあらゆる活動に 

参加、参画するととも 会の一員としてその責任を分担する。 

他方、障害者

には、障害者の

因を除去するとと

「障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」は、国
くに

がみんなと力
ちから

をあわせて、障害
しょうがい

のある人
ひと

のために何
なに

をしていくのかを示
しめ

したものです。 

２１世紀
せいき

の日本
にっぽん

は、「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」を目指
め ざ

します。 

 

「共生社会
きょうせいしゃかい

」では、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、みんながお 

たが たいせつ

（考
かんが

え方
かた

） 

Ⅰ 全体
ぜんたい

の目標
もくひょう

 

 

の社

活動

もに
は、障

択と

に、社
会への参加、参画を実質的なものとするため 

を制限し、社会への参加を制約している諸要 

障害者が自らの能力を最大限発揮し自己実 

互いのことを大切にします。 

「共生社会
きょうせいしゃかい

」では、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、一人一人
ひとり ひ と り

が 

違
ちが

うことを大切
たいせつ

にし、みんなが助
たす

けあいます。 

 

1

え方

世紀に

民誰

があ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現できるよう

発揮できる

国において

 国民誰も

く企業、NPO

ぞれの役割

実現できる

会全体として

この基本

者の理解と

定めるもの

 

 

、

 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 

支援することが求められる。 人権が尊重され能力が

社会の実現を図ることは、少子高齢化の進展する我が

、将来の活力を維持向上させる上でも重要である。 

が同等に参加、参画できる共生社会は、行政だけでな

等すべての社会構成員がその価値観を共有し、それ

と責任を自覚して 主体的に取り組むことにより初めて

ものであり、国民一人一人の理解と協力を促進し、社 

その具体化を着実に推進していくことが重要である。

「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」では、障害
しょうがい

のある人
ひと

は、社会
しゃかい

の仲間
なかま

の一人
ひとり

と

して大切
たいせつ

にされます。障害
しょうがい

のある人
ひと

は、自分
じぶん

で選
えら

び、決
き

める

ことができ、あらゆる社会
しゃかい

の活動
かつどう

に加
くわ

わることができます。

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さん か

を難
むずか

しくしているものをなくし

障害
しょうがい

のある人
ひと

がもっている力
ちから

を出
だ

して、生
い

きがいを見
み

つける

ことができるように、みんなで支援
しえん

します。 

 
しょうがい ひと し え ん きょうせいしゃかい
計画では、以上のような考え方に立って、政府が関係 

協力の下に取り組むべき障害者施策の基本的方向を 

とする。 

障害のある人をみんなで支援し、「共生社会」をつくるた

めには、みんなが「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」が大切
たいせつ

だと思
おも

って、協 力
きょうりょく

す

ることが必要
ひつよう

です。 
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わかりやすい基本計画案障害者基本計画 

４ 総合的かつ効果的な施策の推進 

３ 障害の特性を踏まえた施策の展開 

２ 利用者本位の支援 

１ 社会のバリアフリー化の推進 

（横断的視点） （障
しょう

害
がい

のある人
ひと

すべてに共
きょう

通
つう

する考
かんが

え方
かた

） 

１ 障害
しょうがい

のある人
ひと

も障害
しょうがい

のない人
ひと

もみんなが同
おな

じように

暮
く

らすことができる社会
しゃかい

にします。 

 

２ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の気持
き も

ちになって、相談
そうだん

にのり、支援
しえん

し

ます。 
 

３ 障害
しょうがい

のある人
ひと

にもいろいろな人
ひと

がいることをよく考
かんが

えて、一人一人
ひとり ひ と り

にあった支援
しえん

をします。 

 

４ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が必要
ひつよう

とするさまざまなサービスを、う

まく組
く

みあわせて支
し

援
えん

します。 
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（１

（２

（３

Ⅱ 重

 

１ 活

 

（１）疾病

テー

（２）福祉

促進

（１

 

 

 

（２

 

 

 

（３
  
    
    

や事故
こ

を防
ふせ

ぎます。 

 

（１）国
こく

や市町
しちょ

ている人
ひと

ど

（２）住
す

んでい

うなサービ

（３）障害
しょうがい

の

ビスを見直
みな

機関相互の緊密な連携 

的かつ計画的観点からの施策の推進 

体系の見直しの検討 

Ⅱ これか

に取り組むべき課題 

参加する力の向上 

政機関相互の緊密な連携 

域的かつ計画的観点からの施策の推進

策体系の見直しの検討 
                                     
                                     
                                     

（１）国
くに

や

る人
ひと

た

（２）住
す

ん

スが受
う

（３）障害
しょうが

 
 

Ⅱ これか

１ 障害
しょうがい

の

（１）病気
びょうき
、事故等の予防・防止と治療・医学的

ション 

用具等の研究開発とユニバーサルデザ

 

村
うそん

な

うし

る場
ば

スが

ある

お

しま

ら大
だ

市町
しちょう

ちが

でい

けら

い

のあ

ら特
とく

ある

じ

どで障害
しょうがい

のある人
ひと

を助
たす

ける仕事
しごと

をし

が、よく連絡
れんらく

をとり、協 力
きょうりょく

します。

所
しょ

や障害
しょうがい

の種類
しゅるい

が違
ちが

っても、同
おな

じよ

受
う

けられるようによく考
かんが

えます。 

人
ひと

のための福祉
ふくし

施設
しせ つ

で受
う

けられるサー

す。 

）行政

）広域

）施策

事
いじ

になる取組
とり く

み

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 

点的

動し

）行

）広

）施
    
    
    

村
そん

などで障害
しょうがい

のある人
ひと

のための仕事
しごと

をしてい

、よく連絡
れんらく

をとって、協 力
きょうりょく

します。 

る場所
ばしょ

や障害
しょうがい

が違
ちが

っても、同
おな

じようなサービ

れるように、よく考
かんが

えます。 

る人
ひと

が受
う

けられるサービスを見直
みなお

します。 

に力
ちから

を入
い

れる取組
とり く

み 

人
ひと

が社会
しゃかい

に参加
さんか

するための力
ちから

をつけます。 
ための力
ちから

をつけま

る人
ひと

もない人
ひと

も、みんな
１ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が社会
しゃかい

に参加
さんか

する

す。 

リハビリ

イン化の
（２）日常

にちじょう

生活品
せいかつひん

などを、障害
しょうがい

のあ

が使
つか

いやすいものにします。 
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わかりやすい基本計画案障害者基本計画 

２ 活動し参加する基盤の整備 

 

 

（１）自立生活のための地域基盤の整備 

 

 

 

（２）経済自立基盤の強化 

 

 

 

３  精神障害者施策の総合的な取組  

 

４  アジア太平洋地域における域内協力の強化 

（３）ＩＴ革命への対応 

 

（３）みんなが、パソコンやインターネットなどを自由
じゆう

に使
つか

え

るようにします。 
 
２ 障害

しょうがい

のある人
ひと

が社会
しゃかい

に参加
さんか

するための環
かん

境
きょう

づくりを進
すす

め

ます。 

（１）障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

の一員
いちいん

として暮
く

らすために、住宅
じゅうたく

や

交通
こうつう

機関
きか ん

などを使
つか

いやすくします。身
み

の回
まわ

りで協
きょう

力
りょく

して

くれる人
ひと

を増
ふ

やします。 

（２）障害
しょうがい

のある人
ひと

が自分
じぶん

で暮
く

らすために必要
ひつよう

なお金
かね

を得
え

るこ

とができるようにします。 

３ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ちいき

で暮
く

らすためにいろいろな支援
しえん

をします。 

４ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が暮
く

らしやすくなるように、アジアや太平洋
たいへいよう

の国々
くにぐに

ともっと協 力
きょうりょく

します。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ⅲ 分野別施策の基本的方向 

１．啓発・広報

（１）基本方針 

障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重

し支え合う共生社会の理念の普及を図るとともに、

障害及び障害者に関する国民理解を促進するため、

幅広い国民の参加による啓発活動を強力に推進す

る。 

 

（２）施策の基本的方向 

①啓発・広報活動の推進 

 

 

 

Ⅲ いろいろな取組
とり く

み 

１．障害
しょうがい

のある人
ひと

のことを理解
りか い

してもらうために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

  障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、お互
たが

いのことを大切
たいせつ

にし、助
たす

け

あう社
しゃ

会
かい

にするため、みんなに、障害
しょうがい

のある人
ひと

のことを、理解
りかい

してもらうようにします。 
 

（２）これからの取組
とりく

み 

① 国
くに

や都道府県
とどう ふ け ん

、市区
し く

町村
ちょうそん

は、会社
かいしゃ

などと一緒
いっしょ

になって、ポ

スターや広告
こうこく

などを使
つか

って、みんなに、障害
しょうがい

のある人
ひと

のこと

を、理解
りかい

してもらうようにします。 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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② 福祉教育等の推進 
 

 

 

③ 公共サービス従事者に対する障害者理解の促進 
 

 

 

④ ボランティア活動の推進 
 

２ 生活支援 

 

（１）基本方針 

 

利用者本位の考え方に立って、個人の多様なニーズに対

応する生活支援体制の整備、サービスの量的・質的充実に

努め、すべての障害者に対して豊かな地域生活の実現に向

けた体制を確立する。 

② 学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

などで、みんなに、障害
しょうがい

のある人
ひと

のことを、

理解
りかい

してもらうようにします。 

③ 役所
やくしょ

や病院
びょういん

、駅
えき

などで働
はたら

く人
ひと

に、障害
しょうがい

のある人
ひと

のこと

を、理解
りかい

してもらうようにします。 

④ ボランティア活動
かつどう

を広
ひろ

めます。 

２．地域
ちい き

での生活
せいかつ

を支
ささ

えるために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

  一人一人
ひとり ひ と り

にあった地域
ちいき

での生活
せいかつ

ができるように、サービスを

利用
りよう

する人
ひと

の気持
き も

ちになって支援
しえん

します。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が必要
ひつよう

なサービスを増
ふ

やし、中身
なかみ

を良
よ

くするよ

うに努力
どりょく

します。 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 

 7



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（２）施策の基本的方向 

 

 

①利用者本位の生活支援体制の整備 

 

 

ア 身近な相談支援体制の構築 

 

 

イ 権利擁護の推進 

 

 

 

 

 

ウ 障害者団体や本人活動の支援 

障害
しょうがい

のある人
ひと

がみんな、地域
ちいき

で豊
ゆた

かな生活
せいかつ

を実現
じつげん

できるよう

にします。 

（２）これからの取組
とりく

み 

① 地域
ちいき

で暮
く

らすことができるように、サービスを利用
りよう

する

人
ひと

の気持
き も

ちになって、支援
しえん

します。 

ア 市区
し く

町村
ちょうそん

の窓口
まどぐち

などで、身近
みぢか

に相談
そうだん

できる場所
ばしょ

をつく

っていきます。 

イ 知的
ちてき

障害
しょうがい

や精神
せいしん

障害
しょうがい

のために、自分
じぶん

で判断
はんだん

すること

が難
むずか

しい人
ひと

を支援
しえん

するしくみ（成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

、地域
ちいき

福祉
ふく し

権利
けん り

擁護
よう ご

事業
じぎょう

など）の利用
りよう

をさらに広
ひろ

めていきます。 

ウ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や障害
しょうがい

のある本人
ほんにん

の活動
かつどう

を支援
しえん

します。 

 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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② 在宅サービス等の充実 
 

ア 在宅サービスの充実 

 

 

イ 住居の確保 

 

ウ 自立及び社会参加の促進 

 

 

 

エ 精神障害者施策の充実 

 

オ 各種障害への対応 

 

③ 経済的自立の支援 
 

④ 施設サービスの再構築 
 

② 地域
ちいき

で暮
く

らすために必要
ひつよう

なサービスを増
ふ

やします。 

 ア ホームヘルプサービスなど、必要
ひつよう

なサービスを増
ふ

や

します。 

 イ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が住
す

める場所
ばしょ

をしっかりつくります。 

 ウ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で暮
く

らし、いろいろな活動
かつどう

に加
くわ

わっていくことができるよう支援
しえん

します。 

 エ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

を、もっと支援
しえん

します。 

 オ いろいろな障害
しょうがい

にあった支援
しえん

を行
おこな

います。 

③ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が自分
じぶん

で暮
く

らすために必要
ひつよう

なお金
かね

を得
え

ることができるようにします。 

④ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が福祉
ふくし

施設
しせ つ

で受
う

けられるサービスを見直
みなお

します。 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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ア 施設等から地域生活への移行の推進 

 

イ 施設の在り方の見直し 

 

⑤ スポーツ、文化芸術活動の振興 
 

 

 

⑥ 福祉用具の研究開発・普及促進と利用支援 
 

⑦ サービスの質の向上 
 

 

 

 

 

⑧ 専門職種の養成・確保 
 

ア 地域
ちいき

で暮
く

らす人
ひと

を増
ふ

やします。 

 イ 福祉
ふくし

施設
しせ つ

で受
う

けられるサービスを見直
みなお

します。 

⑤  障害
しょうがい

のある人
ひと

が、いろいろなスポーツや文化
ぶんか

、芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

をできるようにします。 

⑥ 使
つか

いやすい日常
にちじょう

生活品
せいかつひん

などをつくり、広
ひろ

めます。 

⑦サービスを良
よ

くするために、サービスの良
よ

いところと 

悪
わる

いところを考
かんが

えます。 

苦情
くじょう

を聞
き

いて直
なお

すための方法
ほうほう

を広
ひろ

めます。 

⑧ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のための仕事
しごと

をする人
ひと

を育
そだ

て、増
ふ

やしま 

す。 
 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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３ 生活環境 

 

（１）基本方針 

 誰もが、快適で生活しやすいユニバーサルデザインに配慮

した生活環境の整備を推進する。 

 このため、障害者等すべての人が安全に安心して生活し、

社会参加できるよう、住宅、建築物、公共交通機関、歩行空

間など生活空間のバリアフリー化を推進し、自宅から交通機

関、まちなかまで連続したバリアフリー環境の整備を推進す

る。 

 また、防災、防犯対策を推進する。 

 

（２）施策の基本的方向 

 

①住宅、建築物のバリアフリー化の推進 

 

 

 

②公共交通機関、歩行空間等のバリアフリー化等の推進 

３．生活
せいかつ

環境
かんきょう

を良
よ

くするために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、みんなが生活
せいかつ

しやすいまちづくり

を進
すす

めます。 

 
 
 
 

（２）これからの取組
とりく

み 

① 障害
しょうがい

のある人
ひと

が使
つか

いやすい住宅
じゅうたく

をつくり、みんなが使
つか

う

建物
たてもの

を利用
りよう

しやすくします。 

② 乗
の

り物
もの

や道路
どうろ

などを利用
りよう

しやすくします。 

 

わかりやすい基本計画案 障害者基本計画 
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③ 安全な交通の確保 
 

 

④ 防災、防犯対策の推進 
 

 

ア 災害対策 

 

イ 住宅等の防災対策 

 

ウ 防犯対策 

 

４ 教育・育成 

 

（１）基本方針 

 

障害のある子ども一人一人のニーズに応じてきめ細かな

支援を行うために乳幼児期から学校卒業後まで一貫して計

画的に教育や療育を行うとともに、学習障害、 注意欠陥／

③ 交通
こうつう

事故
じ こ

を防
ふせ

ぎ、みんなの安全
あんぜん

を守
まも

ります。 

 

④ 災害
さいがい

や犯罪
はんざい

にあったときに、困
こま

らないようにします。 

ア 福祉
ふくし

施設
しせ つ

の土砂
どしゃ

対策
たいさく

などをすすめます。 

イ 住宅
じゅうたく

などの火事
か じ

を防
ふせ

ぎます。 

ウ 犯罪
はんざい

を防
ふせ

ぎます。 

 

４．教育
きょういく

や子
こ

育
そだ

てを支援
しえ ん

するために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

  一人一人
ひとり ひ と り

にあったきめ細
こま

かな支援
しえん

をするために、赤
あか

ん坊
ぼう

のと

きから学校
がっこう

を卒業
そつぎょう

するときまでを通
とお

して教育
きょういく

をします。 

 
 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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多動性障害、自閉症などについて教育的支援を行うなど教育・

療育に特別のニーズのある子どもについて適切に対応する。 

 
 
 
（２）施策の基本的方向 

 

①一貫した相談支援体制の整備 

 

 

 

②専門機関の機能の充実と多様化 

 

 

                                                       

③指導力の向上と研究の推進 

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある子
こ

ども（障害のために人とつきあうこと

や、勉強
べんきょう

することが苦手
にがて

な子
こ

ども）にも、必要
ひつよう

な支援
しえん

をしま

す。 

（２）これからの取組
とりく

み 

① 赤
あか

ん坊
ぼう

のときから学校
がっこう

を卒業
そつぎょう

するときまでを通
とお

して、

障害
しょうがい

のことを相談
そうだん

できるようにします。 

② 障害
しょうがい

のある子
こ

どもや親
おや

などの相談
そうだん

にのり、支援
しえん

する

仕事
しごと

をする人
ひと

がいる場所
ばしょ

を増
ふ

やします。 

③ 学校
がっこう

の先生
せんせい

などが、障害
しょうがい

のある子
こ

どもや親
おや

などを支援
しえん

する力
ちから

をつけます。 

 
 

 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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④ 社会的及び職業的自立の促進 
 

 

 

⑤施設のバリアフリー化の促進 

 

 

５ 雇用・就業 

 

（１）基本方針 

 

雇用・就業は、障害者の自立・社会参加のための重要

な柱であり、障害者が能力を最大限発揮し、働くことに

よって社会に貢献できるよう、その特性を踏まえた条件

の整備を図る。 

障害
しょうがい

のある子
こ

どもや親
おや

などを支援
しえん

する方法
ほうほう

を研究
けんきゅう

しま

す。 
 

④ 学校
がっこう

を卒業
そつぎょう

した後
あと

、地域
ちいき

で暮
く

らし、職場
しょくば

で働
はたら

くことが

できるように、一人一人
ひとり ひ と り

にあった支援
しえん

をします。 

⑤ 学校
がっこう

の建物
たてもの

などを使
つか

いやすくします。 

 

５．働
はたら

くことができるために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

  障害
しょうがい

のある人
ひと

が、もっている力
ちから

をうまく使
つか

って働
はたら

くことが

できるようにします。 
 
 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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（２）施策の基本的方向 

 

① 障害者の雇用の場の拡大 
 

   ア 障害者雇用率制度を柱とした施策の推進 

 

   イ 障害者の能力・特性に応じた職域の拡大 

 

 

 

   ウ 障害者の働きやすい多様な雇用・就業形態の促進 

 

   エ IT を活用した雇用の促進 

 

 

   オ 障害者の雇用・就業を行う事業の活性化 

 

 

   カ 障害者の創業・起業等の支援 

（２）これからの取組
とりく

み 

① 就 職
しゅうしょく

できる会社
かいしゃ

を増
ふ

やします。 

 ア 会社
かいしゃ

が障害
しょうがい

のある人
ひと

を雇
やと

うようにします。 

 イ 一人一人
ひとり ひ と り

のもっている力
ちから

や障害
しょうがい

の違
ちが

いにあった仕事
しごと

を増
ふ

やします。 

 ウ 仕事
しごと

をする場所
ばしょ

や時間
じかん

を工夫
くふう

し、働
はたら

きやすくします。 

 エ パソコン、インターネットなどを使
つか

った仕事
しごと

を増
ふ

やし

ます。 

 オ 障害
しょうがい

のある人
ひと

をたくさん雇
やと

っている会社
かいしゃ

を応援
おうえん

しま

す。 

 カ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が自分
じぶん

で会社
かいしゃ

をつくることを応援
おうえん

しま 

  す。 
 
 
 
 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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エ 雇用の場における障害者の人権の擁護 

 

６ 保健・医療 

 

（１）基本方針 

 

 障害者に対して、適切な保健サービス、医療、医学的リ

ハビリテーション等を充実するとともに、障害の原因とな 

 

 

 

ア 保健福祉、教育との連携を重視した職業リハビリテーシ

ョンの推進 

 

イ 雇用への移行を進める支援策の充実 

 

 

 

ウ 障害者の職業能力開発の充実 

 

 

 

② 総合的な支援施策の推進 

 ア 福祉
ふくし

の相談員
そうだんいん

や学校
がっこう

の先生
せんせい

と一緒
いっしょ

になって支援
しえん

しま

す。 

  イ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が少
すこ

しずつ仕事
しごと

を覚
おぼ

えていくような

支援
しえん

を増
ふ

やします。 

 ウ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が働
はたら

く 力
ちから

をつけるための支援
しえん

を増
ふ

や

します。 

 エ 障害
しょうがい

を理由
りゆう

に、会社
かいしゃ

の中
なか

で差別
さべつ

されないようにしま 

す。 

６．医療
いりょう

やリハビリテーションを受
う

けることができるために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

医療
いりょう

やリハビリテーションを増
ふ

やし、中身
なかみ

を良
よ

くします。病気
びょうき

 

 
 

② いろいろな支援
しえん

を行
おこな

います。 

障害者基本計画 わかりやすい基本計画案



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る疾病等の予防・治療が可能なものについては、これらに

対する保健・医療サービスの適切な提供を図る。 

 

（２）施策の基本的方向 

 

① 障害の原因となる疾病等の予防・治療 
 

 ア 障害の原因となる疾病等の予防・早期発見 

 

 イ 障害の原因となる疾病等の治療 

 

 ウ 正しい知識の普及等 

 

 

② 障害に対する適切な保健・医療サービスの充実 
 

ア 障害の早期発見 

 

 

イ 障害に対する医療、医学的リハビリテーション 

 

やけがを防
ふせ

ぎ、治
なお

します。 

 

（２）これからの取組
とりく

み 

① 病気
びょうき

やけがを防
ふせ

ぎ、治
なお

します。 

 ア 病気
びょうき

やけがを防
ふせ

ぎ、早
はや

く見
み

つけます。 

 イ 病気
びょうき

やけがを治
なお

すようにします。 

 ウ 病気
びょうき

やけがのことを、みんなが正
ただ

しく知
し

るようにしま

す。 

② もっと良
よ

い医療
いりょう

やリハビリテーションにします。 

 ア 障害
しょうがい

のある人
ひと

を支援
しえん

するために、障害
しょうがい

を早
はや

く見
み

つけ 

ます。 

 イ 医
い

療
りょう

やリハビリテーションのサービスを増
ふ

やします。 

 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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ウ 障害者に対する適切な保健サービス 

 

 

エ 保健・医療サービス等に関する適切な情報提供 

 

 

③ 精神保健・医療施策の推進 
 

 

   ア 心の健康づくり 

 

   イ 精神疾患の早期発見・治療 

 

④ 研究開発の推進 
 

 

⑤ 専門職種の養成・確保 

 ウ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、健康
けんこう

でいるためのサービスを、増
ふ

や 

します。 

  エ 健康
けんこう

づくりや医療
いりょう

のサービスのことを、みんなに知
し

ら 

せます。 

③ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

のための医療
いりょう

などのサービスを良
よ

く

します。 

   ア 悩
なや

みの相談
そうだん

をしやすくします。 

   イ 病気
びょうき

を早
はや

く見
み

つけて、早
はや

く治
なお

します。 

④ 病気
びょうき

の原因
げんいん

を見
み

つけて防
ふせ

ぎ、治
なお

すための方法
ほうほう

を 考
かんが

えま

す。 

⑤ 医療
いりょう

やリハビリテーションを仕事
しごと

とする人
ひと

を育
そだ

て、増
ふ

や

します。 
 
 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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  エ 健康
けんこう

づくりや医療
いりょう

をみんなに知
し

らせま  エ 健康
けんこう

づくりや医
いりょう

なに知
し

らせま 
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サービスのこと 療サービスのことをみん

 
 
 
ｘ  ｘｘ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

障害者基本計画 わかりやすい基本計画案

７．情報
じょうほう

をうまく伝
つた

えるために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

  みんなが、パソコンやインターネットなどを自由
じゆう

に使
つか

って、

いろいろなことをできるようにします。 
 

（２）これからの取組
とりく

み 

① パソコンやインターネットなどを使
つか

いやすくします。 

② 地域
ちいき

のいろいろな活動
かつどう

に加
くわ

わることができるように、  

パソコンやインターネットなどを利用
りよう

します。 

③ いろいろな情報
じょうほう

を手
て

に入
い

れることができるようにしま

す。   
 

７ 情報・コミュニケーション 

 

（１）基本方針 

 

 IT（情報通信技術）の活用により障害者の個々の能力を引き

出し、自立・社会参加を支援するとともに、障害によりデジタ

ル・ディバイドが生じないようにするための施策を積極的に推

進するほか、障害特性に対応した情報提供の充実を図る。 

 

（２）施策の基本的方向 

 

① 情報バリアフリー化の推進 
 

② 社会参加を支援する情報通信システムの開発・普及 
 

③情報提供の充実 
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④コミュニケーション支援体制の充実 

 

 

 

８ 国際協力 

（1）基本方針 

 「アジア太平洋障害者の十年」が 2003（平成 15）年から更

に 10 年間延長されたこと等も踏まえ、障害者団体間の交流、

政府や民間団体による各種協力の実施等によるアジア太平洋

地域への協力関係の強化に努める。 

（2）施策の基本的方向 

  ① 国際協力等の推進 

②障害者問題に関する国際的な取組への参加 

 

 

③情報の提供・収集 

わかりやすい基本計画案
 

④ みんなが、コミュニケーション（伝
つた

えたいことを伝
つた

えるこ 

と）ができるように、支援
しえん

します。 

８．国
くに

を越
こ

えてつながるために 

（１）これからの目標
もくひょう

 

 日本
にっぽん

のまわりの国々
くにぐに

の障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

などと交流
こうりゅう

し、協 力
きょうりょく

で

きるようにします。 

（２）これからの取組
とりく

み 

① 日本
にっぽん

のまわりの国々
くにぐに

と、もっと交流
こうりゅう

し、協 力
きょうりょく

できるよ

うにします。 

② 障害
しょうがい

のある人
ひと

のことを、他
ほか

の国
くに

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に考
かんが

えて、

行動
こうどう

します。 

③ さまざまな国
くに

の障害
しょうがい

のある人
ひと

のことを調
しら

べて、みんな 

 

障害者基本計画 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

④障害者等の国際交流の支援 

 

   

 

 

Ⅳ 推進体制等 

  

１ 重点施策実施計画 

 

 

２ 連携・協力の確保 

   

 

 

３ 計画の評価・管理 

 

に知
し

らせます。 

④ 国
くに

を越
こ

えて、障害
しょうがい

のある人
ひと

どうしが交流
こうりゅう

できるように、

支援
しえん

します。 

 

Ⅳ 「障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」の実現
じつげん

にむけて 

（１）大事
だいじ

な取組
とりく

みは、いつまでに実現
じつげん

するかをはっきり示
しめ

して、

実現
じつげん

にむけて進
すす

んでいるかを調
しら

べて、みんなに知
し

らせます。 

（２）障害
しょうがい

のある人
ひと

の支援
しえん

が進
すす

むように、国
くに

全体
ぜんたい

で協 力
きょうりょく

して、

都道府県
とどう ふ け ん

や市
し

区
く

町村
ちょうそん

、障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

などとも協 力
きょうりょく

します。 

（３）障害
しょうがい

のある人
ひと

のための支援
しえん

が本当
ほんとう

に役
やく

に立
た

っているか、

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

の意見
いけん

を聞
き

いて、調
しら

べます。 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 

 21



 

   

 

４ 必要な法制的整備 

   

 

 

５ 調査研究、情報提供 

 

 

（４）障害
しょうがい

のある人
ひと

のために必要
ひつよう

な法律
ほうりつ

を考
かんが

えます。 

 

（５）障害
しょうがい

のある人
ひと

が何
なに

を必要
ひつよう

としているか調
しら

べて、みんなに伝
つた

えます。 
 
 

わかりやすい基本計画案障害者基本計画 
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